
もっと伝えたい、久留米城の歴史

久留米城跡は久留米市街地の北西部に位置します。永正年間（1504-1521）
に築城され、天正 15 年（1587）には毛利秀包が城主となります。慶長５年
（1600）の関ヶ原の戦い後、筑後国に封じられた田中吉政の支城として整備
されますが、２代忠政の代に改易となります。
代わって元和７年（1621）に丹波福知山から有馬豊氏が筑後北半 21 万石の
大名として入城し、荒れ果てた城の大改修に着手しました。
以降、明治４年（1871）の廃藩置県まで有馬氏の居城でしたが、同８年
（1875）までに建物は解体され、同 12 年（1879）、本丸跡地に旧藩主を祀る
御霊社（現篠山神社）が建立されました。
昭和 58 年（1983）には福岡県指定史跡に指定され、平成 29 年（2017）に
は公益財団法人日本城郭協会より続 100 名城（183 番）に選定されています。
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１．鯱は城のシンボル

　鯱
しゃち

（しゃちほことも読む）は、頭が
虎、胴体が魚という想像上の霊獣です。
天守の大

おお
棟
むね

に向かい合わせで一対が載
せられています。天守以外の隅

すみ
櫓
やぐら

や門
にも取り付けられます。出火した際に
は口から水を出して消火すると伝えら
れ、これらの重要な建物を火災から
守っていました。
　天守の屋根に上げられた鯱として最
も著名な城といえば、名古屋城でしょ
う。雌雄一対の鯱は、寄

よせ
木

ぎ
作りの芯に

黄金の板を打ち付けたもので、竣工当
初に使われた金の量は慶長大判 1,940
枚（純金換算量 215.3㎏）に上ります

（その後、藩財政の悪化と共に３度に
わたって金板を改鋳、戦災で天守と共
に焼失）。まさしく、徳川御三家の筆
頭尾張徳川家の城のシンボルとして輝
きを放っていました。
　さて、鯱を城の天守に初めて採用し
たのは、織田信長の安土城でした。こ
の鯱は、瓦の表面に金箔を押したもの
ですが、これ以降の鯱は殆どが瓦製と
なります。瓦製の鯱は重量を軽くする
ために中空になっています。割れ易く、
ほとんどの場合、遺跡からは小さな破
片の状態で発見されます。
　久留米城外郭遺跡の発掘調査では、
計５点の鯱瓦が出土しています。第

23 次調査の２点は、その特徴からも
天正年間（1573 － 1592）後半以降に
製作されたと考えられます。
　天正 15 年（1587）には毛利秀包が
城主となり、慶長６年（1601）には、
筑後国主として柳河に入城した田中吉
政の支城となります。鯱瓦の大きさか
ら毛利代か田中代の久留米城の櫓か門
の屋根を飾ったものでしょう。
　また、第１次調査で出土した鯱は、
有馬代の 18 世紀後半ごろに廃棄され
たものですが、佐々木家屋敷内から出
土しており、武家屋敷の建物で使用さ
れたと考えられます※。

久留米城外郭遺跡
第１次調査出土久留米城外郭遺跡

第 23 次調査出土

久留米城外郭遺跡
第 23 次調査出土

京隈侍屋敷遺跡
第 33 次調査出土

出土した鯱片とその部位

※有馬代の鯱瓦については、他に篠山神社所
蔵品が知られています。

１．鯱は城のシンボル
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２．久留米城、７つの謎を探る

　通称医大通りにある交差点「篠山城
前」。そのすぐ北側の観光表示板には

「久留米城跡」とあります。どちらが
本当の名前なの？と戸惑う方も。
　この城は永正年間（1504 － 1521）
に松田 某

なにがし
によって築城されたと言わ

れます。ここは筑後川に面した小山（小
笹山）で、小竹が生えてこんもり茂っ
ていたことから「笹原城」と呼ばれた
そうです。
　その後、天正年間（1573 － 1592）に
なると、「久留米城主」として高良山座

ざ

主
す

良
りょう

寛
かん

の弟麟
りん

圭
けい

の名前が見られます。
　これ以降、毛利代、田中代を経て、
有馬代と続きますが、江戸時代を通じ
て「久留米城」は、正式な名称でした。
　ところが明治 4 年（1871）に廃

はい
藩
はん

置
ち

県
けん

となり、長らく続いた封建社会も終わ
りを告げ、新しい時代が幕を開けました。
　同 6 年（1873）には町名が改正され、
城内は小笹（篠）山という旧名に因

ちな
ん

で、篠
ささ

山
やま

町
まち

と改称されました。
　その前年から同８年（1875）にか
けて、二ノ丸や本丸の御殿や櫓が解体
され、その部材や土地は入札で各所に
引き取られました。
　やがて本丸の石垣まで取り壊されよ
うとした時に、あまりに忍びないとい

うことで緒方安平ら久留米の有志が買
い戻したと言われます。
　その後、旧藩士たちが中心となり、
旧藩主を祀る御霊社の建立を計画しま
した。明治 12 年（1879）には、本丸
跡地に社殿が完成。所在地の地名から
篠山神社と称し県社となります。
　こうして久留米城跡は、旧藩主を祀

まつ

る篠山神社が所在する城跡ということ
から、「篠山城」という呼び名が急速
に浸透していきました。現在でも、「篠
山城」と呼びならわす方が多いかもし
れません。
　しかし、歴史的な経

けい
緯

い
からみると、

この城の実名は「久留米城」、通称は「篠
山城」と言えるのではないでしょうか。
もちろんどちらも間違いではありませ
んが、県史跡に指定された際は、本来
の名称ということで、「久留米城」の
方を採用しています。

謎①久留米城？篠山城？どちらの名前が正しいの？

本丸跡地に建立された篠山神社

２．久留米城、７つの謎を探る
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２．久留米城、７つの謎を探る

　阿蘇外輪山に源を発する筑後川は、
中流域の久留米市で西から南西方向に
流れを変えます。久留米城の本丸は川
縁の小山に築かれ、西は筑後川、北と
東は湿地帯に囲まれる天然の要

よう
害
がい

の地
です。
　三方を河川や湿地に囲まれることか
ら、縄張りは本丸の南側に二ノ丸、三ノ
丸、外郭と連なる連

れん
郭
かく

式を採用してい
ます。城の前面である南側は、西から
京
きょう

隈
ぐま

小路、 庄
しょう

島
じま

小路、十
じっ

間
けん

屋敷、櫛
くし

原
はら

小路、鉄砲小路などの侍屋敷で取り
囲むように配置。街道から城下への入
口や川港である瀬下町には寺院を集め、
城や城下の防衛線を形成しています。

　一方、久留米は古来、九州を縦断、
横断する街道が相交わる地であり、周
囲の諸藩へ通じる分岐路が整備されま
した。筑後川にも城の外濠としての機
能のほかに、水上交通の動脈としての
重要な役割がありました。
　農村から年貢として徴取した藩米の
蔵入れと大坂蔵屋敷への海上運送、更
には、菜

な
種
たね

や蝋
ろう

・紙といった国産物に
加え、幕末には久留米絣などの他領へ
の輸出に利用されました。
　このように、久留米城は天然の要害
であるとともに、筑後地方における政
治経済、水陸交通の要として重要な場
所に立地していたのです。

謎②なぜあの場所に造ったの？

ＪＲ鹿児島本線

ＪＲ鹿児島本線

九
州
新
幹
線
線

九
州
新
幹
線
線

梅林寺梅林寺

西鉄久留米駅西鉄久留米駅

櫛櫛櫛櫛櫛櫛

西
鉄
天
神
大
牟
田
線

西
鉄
天
神
大
牟
田
線

水天宮水天宮

●久留米大学医学部●久留米大学医学部

●久留米市役所●久留米市役所
JR 久留米駅JR 久留米駅

筑
　後
　川
　↓

本丸本丸

二ノ丸二ノ丸

三ノ丸三ノ丸

外郭外郭

久留米城下の範囲［天保年間（1831 － 1845）］絵図（久留米市教育委員会所蔵）に加筆
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２．久留米城、７つの謎を探る

　筑後川が天然の外堀を兼ねる久留米
城の建築資材は、水運によって運ばれた
であろうことは想像に難くありません。
　慶長５年（1600）ごろ、キリシタ
ン大名毛利秀

ひで
包
かね

夫妻が城下にキリスト
教天主堂を建てる際には、木材を薩摩
から運んだと言われます。
　また、元和 7 年（1621）に有馬豊

とよ

氏
うじ

が入国し、久留米城の大修築が開始
されました。その際、建築部材は元和
の「一国一城令」で廃城となっていた
領内の５城（城島・ 榎

えのき
津

づ
・赤

あか
司

じ
・福

島・黒木）を解体して運び、石材（花
か

崗
こう

岩
がん

）は田主丸の石垣付近から切り出
したと思われます。

　これらは筑後川本流や支流である矢
部川、巨

こ
瀬

せ
川沿いにあり、舟により久

留米城付近に集積したのでしょう。

謎③建築資材はどこから運んだの？

城島城絵図（久留米市教育委員会所蔵）

結晶片岩
花崗岩
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豊後

◉

●榎津城●榎津城

●城島城●城島城

●福島城●福島城 ●黒木城●黒木城

●赤司城●赤司城
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久　留　米　藩　領

矢
部
川

筑
後
川

有　明　海

巨瀬川

久留米藩の領域と建築資材の供給先
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２．久留米城、７つの謎を探る

　久留米城には天守がありません。
　天守は近世の城のシンボル的な存在
で、姫路城や松本城など、現存する天
守の威容と美しさは、お城ファンのみ
ならず、魅力を感じる方も多いのでは
ないでしょうか。それなのに久留米城
には…。
　さて、そんな久留米城本丸には隅

すみ

櫓
やぐら

が７つありました。櫓間は二重二
階の多

た
門
もん

櫓（渡り廊下構造）でぐるり
と連結し、その囲みの内側に本丸御殿
を配置するという、名古屋城本丸に似
た壮

そう
麗
れい

で厳重な構造でした。
　しかも隅櫓の標準型は重層造です
が、久留米城は、全てが三重（月見櫓
は二重説あり）になっていました。

　　　
　最も大きい櫓は、南東隅にある巽

たつみ
櫓

です。平面規模は、13.8 ｍ× 11.8 ｍ
もあり、別格扱いで「大

おお
櫓」や「 巽

たつみ

御
おん

櫓」と呼ばれていました。
　この巽櫓ですが、平面規模から見る
と、丸岡城や宇和島城、丸亀城、弘前
城などの現存する三重三階構造の天守
よりも大きかったと考えられます（６
頁表参照）。

「
武
家
諸
法
度
」

・
元
和
令
【
元
和
元
年
（
１
６
１
５
）】

　
諸
国
の
居
城
、
修
補
を
な
す
と
い
え
ど
も
、
必
ず
言

上
す
べ
し
。
い
わ
ん
や
新
儀
の
構
営
堅
く
停
止
せ
し
む

る
事
。

・
寛
永
令
【
寛
永
十
二
年
（
１
６
３
５
）】　

　
新
規
の
城
郭
構
営
は
堅
く
こ
れ
を
禁
止
す
。
居
城
の

隍
塁
・
石
壁
等
破
壊
の
節
は
、
奉
行
所
に
達
し
、
差
図

を
受
く
可
き
な
り
。
櫓
・
塀
・
門
以
下
は
、
先
規
の
如

く
修
補
す
べ
き
事
。

謎④なぜ天守がないの？

巽櫓の二段石垣（東面）

● ●

堀

蜜柑丸

西ノ丸

筑
　後
　川
　↓

艮櫓

月見櫓

巽櫓

太鼓櫓

坤櫓

西下櫓

乾櫓

本丸御殿

能舞台

冠木御門

水ノ手御門

西御門 東御門

井戸

埋御門

井戸
井戸

庭

庭

庭

多門櫓
多門櫓

多門櫓
多門櫓

多
門
櫓

多
門
櫓

多
門
櫓多

門
櫓

堀
堀

蜜柑丸

西ノ丸

筑
　後
　川
　↓

艮櫓

月見櫓

巽櫓

太鼓櫓

坤櫓

西下櫓

乾櫓

本丸御殿

能舞台

冠木御門

水ノ手御門

西御門 東御門

井戸

埋御門

井戸
井戸

庭

庭

庭

多門櫓
多門櫓

多門櫓
多門櫓

多
門
櫓

多
門
櫓

多
門
櫓多

門
櫓

堀

本丸の建物配置と巽櫓の位置
（篠山神社所蔵絵図をトレース後、加筆）
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２．久留米城、７つの謎を探る

　他の城の天守より規模が大きいの
に、なぜ天守と呼ばなかったのでしょ
うか。それには、「一国一城令」や「武
家諸法度」の存在があったようです。
　元和元年（1615）の「一国一城令」
や「武

ぶ
家

け
諸
しょ

法
はっ

度
と

」以降、築城や修復に
ついては、幕府への届出が義務付けら
れ、厳しく制限されました。
　「武家諸法度」の発布以降に建築の
申請をした場合、各藩は「天守」では
なく、「櫓」として届け出ました。実
質的に天守でしたが、公式には認めら
れないので、天守代用として「御

お
三
さん

階
がい

櫓」「三
さん

重
じゅう

御櫓」「大
おお

櫓」などと呼び

ました。
　徳川御三家の一つ、水戸徳川家の水
戸城も例外ではありません。三重五階
建ての巨大な櫓を本丸ではなく二ノ丸
に建築し「御三階櫓」と呼びました。
　武家諸法度には、天守に関する細か
な規定はありませんが、そこには、幕
府に対する遠慮や気遣い、忖

そん
度
たく

が働い
たのでしょう。
　現存する他の天守よりも大規模だっ
た久留米城の巽櫓。建築時期が遅かっ
たために公式に天守と名乗れなかっ
た、まさに悲劇の天守といえるかもし
れません。

城名 平面規模（ｍ） 高さ（ｍ） 構造 築造年など
久留米城巽櫓 13.8 × 11.8 ？ 層塔型・三重三階 寛永年間（1624 ー 1645）

弘前城 11.8 × 9.8 14.4 層塔型・三重三階 文化元年（1810）改修
丸岡城 13.4 × 11.5 12.5 望楼型・二重三階 慶長 18 年（1613）頃

備中松山城 14.0 × 10.0 11.0 望楼型・二重二階 天和元年（1681）
丸亀城 11.8 × 9.8 14.5 層塔型・三重三階 万治３年（1660）

宇和島城 11.8 × 11.8 15.8 層塔型・三重三階 寛文６年（1666）頃

天守の規模比較表

「絵入旅日記　坤」に描かれた久留米城本丸
（三重県立図書館所蔵）

久留米城本丸模型（有馬記念館所蔵）

右手前の三重櫓が代用天守の巽櫓
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２．久留米城、７つの謎を探る

　久留米城は「石垣の博物館」とも呼ば
れています。それはなぜなのでしょうか。
　石垣を観察していくと、野

の
面
づら

積
づみ

から加
工石の布

ぬの
積
づみ

に至るまで、60 年以上の時
間をかけて、東面石垣から南面、西面へ

と時計回りに築造されたと思われます。
　田中代の慶長７年（1602）には、穴

あ

太
のう

※として、そかの理右衛門と橋本源兵
衛が任命されており、少なくともこの頃
には、石垣の普

ふ
請
しん

が始まったようです。

段階 内容 石材 年代 備考

第１
段階

野面石・
粗割石を乱積

片岩
安山岩

天正年間
（1573-1592）毛利代？

第２
段階

野面石・
粗割石を布積

片岩
安山岩
花崗岩

慶長年間 
（1596-1615）田中代？

第３
段階

粗割石を乱積、
隅角は加工石

を算木積
花崗岩 元和年間

（1615-1624） 有馬代

第４
段階

規格化が進んだ
荒割石を布積 花崗岩 元和～

寛永 有馬代

第５
段階

加工した
規格石を布積 花崗岩 寛永年間

（1624-1645） 有馬代

謎⑤石垣がバラエティに富んでいるのはなぜ？

石垣加工技術の変遷

▶ ▶ ▶ ▶

第1段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階

● ●

筑
　後
　川
　↓

堀

蜜柑丸

西ノ丸

艮櫓

月見櫓

巽櫓

太鼓櫓

坤櫓

西下櫓

乾櫓

本丸御殿

冠木御門

水ノ手御門

西御門
東御門

石
垣
崩
壊
部
分

堀

切岸

堀

蜜柑丸

西ノ丸

艮櫓

月見櫓

巽櫓

太鼓櫓

坤櫓

西下櫓

乾櫓

本丸御殿

冠木御門

水ノ手御門

西御門
東御門

石
垣
崩
壊
部
分

堀

切岸

※穴太…石積の専門家
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２．久留米城、７つの謎を探る

　東面石垣から普
ふ

請
しん

に着手したことを
裏付ける史料も残されています。「筑
前筑後肥前肥後探索書」は、有馬豊

とよ
氏
うじ

の入城 6 年後の寛永 4 年（1627）、幕
府の隠

おん
密
みつ

が久留米藩の申請通りに工事
されているか、偵

てい
察
さつ

のため来久した際
の報告書です。
　同報告には、本丸、二ノ丸、三ノ丸、
四ノ丸（外郭）それぞれの規模や堀の
幅、土居の高さなど、詳細な記述があ
ります。また、本丸の入口は東側で不
明の門があり、南側には新たな桝

ます
形
がた

が
造られようとしている点も重要です。
これは、以前の毛利・田中代の久留米
城が東向きであったのを有馬氏が南向
きにあらためた事を示しています。
　また、東側は二重屋根の多門で、三
重の隅櫓があるとし、本丸の建設が東
側から進められた様子がわかります。石
垣については、東面のみでほかの三面は
自然の露頭もしくは切岸のままでした。
　次にご紹介する史料は、寛永 21 年

（1644）の「筑後久留米本丸絵図」で
す。原因は不明であるものの、南面石
垣のうち崩壊した冠

かぶ
木

き
門
もん

から西側と長
屋（多門櫓）の修復を幕府に願い出た
際の写し（手元の控）と思われるもの
です（９頁図参照）。この絵図からは、
東面石垣に次いで、南面石垣の構築と

補修が行われたことがわかります。
　ただし、本丸の西側と北側について
は、自然露頭や樹木が生えた小山の斜
面のように表現されており、石垣が存
在しなかったと思われます（９頁下段
図参照）。
　次に江戸中期～末期頃の久留米城絵
図を見ると、西面に石垣が構築され、
かつ筑後川からの出入りも西入から南
入りに変更されています。ただし、城
の裏側に当たる北面は最後まで石垣が
築かれることはありませんでした。
　以上のように久留米城の石垣は長い
時間をかけて造られたため、バラエ
ティに富んでいるのです。

坂坂坂坂

坂坂

侍屋敷侍屋敷

不明不明

筑
　後
　川
　↓

筑
　後
　川
　↓

露
頭
露
頭

石
垣
石
垣

枡形枡形

坂坂坂坂坂坂

坂坂坂

侍屋敷侍屋敷侍屋敷

不明不明不明

筑
　後
　川
　↓

筑
　後
　川
　↓

筑
　後
　川
　↓

露
頭
露
頭
露
頭

石
垣
石
垣
石
垣

枡形枡形枡形

「筑前筑後肥前肥後探索書」（「九州史料叢書
16」）をトレースし加筆。網掛けは石垣。
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２．久留米城、７つの謎を探る

「筑後久留米本丸絵図」（久留米市教育委員会所蔵）

寛永 21 年（1644）頃 江戸中期～末期頃寛永４年（1627）頃

➡➡

石
垣
石
垣

南
入
り

南
入
り

石
垣
石
垣

西
入
り

西
入
り▶ ▶

➡➡

石
垣
石
垣

南枡形建設中南枡形建設中

自
然
露
頭

自
然
露
頭

自然露頭自然露頭

一
部
自
然
露
頭

一
部
自
然
露
頭

自然露頭自然露頭

➡➡

切岸切岸

「筑前筑後肥前肥後探索書」
（『九州史料叢書』16所収図（部
分））に加筆。

「久留米城本丸絵図」（部分）
（久留米市教育委員会所蔵）
に加筆。

「日本古城絵図久留米城」
（部分）（国立国会図書館
ウェブサイト）に加筆。

久留米城本丸の変遷
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２．久留米城、７つの謎を探る

　久留米城には７つの隅
すみ

櫓
やぐら

がありま
した。櫓は城の重要な防衛施設で、矢
を収納した武器庫であり、戦の際には
物見となり、矢を射る場所ともなるた
め、「矢倉」とも書きます。
　通常、屈折した石垣の隅に建築され
ることが多く、「隅櫓」とも呼ばれます。
呼称は、城の中心部から見た十二支の
方位で呼ばれることが多いようです。
　久留米城の場合も、南東隅の巽櫓か
ら時計回りに太

たい
鼓

こ
櫓（南）、 坤

ひつじさる
櫓（南

西）、西下櫓（西）、乾
いぬい

櫓（北西）、艮
うしとら

櫓
（北東）、月見櫓（東）となっています。

　これらの隅櫓は、二重（二階建て）
の多

た
門
もん

櫓で連結されています。内部に
は、戦に備えて大量の武具や弾薬、食
料が蓄えられていました。

　寛文 9 年（1669）の記録では、北
東隅の多門櫓から西側に 57 石分、34
桶の味

み
噌

そ
樽
だる

を貯蔵していたことがわか
ります。また、文政元年（1818）に
多門櫓に収納されていた武具類には、
具足 50 領、竹具足 82 領、足軽具足
912 領のほか、軍用幕 166 張、軍幕串
120 本、陣貝、番刀、脇差、陣鐘など
がありました。これらのうち古くなっ
たものは、修理・更新されました。
　特殊な櫓もあります。太鼓櫓は、見
晴らしのよい本丸正面にあり、太鼓が
備えられて城下に時を告げました。月
見櫓は、高良山に上る満月を鑑賞する
ためのもので、御殿の奥向き近くにつ
くられ、東壁面には大きな窓が開いて
いたと考えられます。

謎⑥平和な時代の櫓の役割は？

明治初年、解体前の久留米城本丸。右端の建物が巽櫓。（久留米市教育委員会所蔵）
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２．久留米城、７つの謎を探る

　本丸は、隅櫓と多門櫓で囲まれてい
ましたが、出入口は４か所ありました。
　まず、正面中央が表門で冠木御門と
呼ばれます。門の右手には、代用天守の
巽櫓がそびえ、左折れの内

うち
枡
ます

形
がた

に入り、
緩い上りを進んで櫓門をくぐり進むと、
右手に本丸御殿への石畳と御

お
式
しき

台
だい

と玄
関が目に入ります。藩主の出入りには、
この門を使用するのが通例でした。
　藩主が水運を利用する場合は、本丸西
側から水之手（西ノ丸）に下り、水之
手御門から筑後川に出て乗船しました。
他に、本丸東側の腰曲輪である蜜

み
柑
かん

丸
に面したところで、巽櫓下から石段を
上るルートと月見櫓南側の石段を利用

して本丸に至るルートがありました。
　本丸内には、多数の建物が廊下など
で連結されて構成される御殿がありま
した。ちょうど現在の篠山神社の拝殿
と本殿がある場所です。
　本丸御殿は、藩主の居住空間ととも
に、藩主と家臣がその主従関係を確認
するための対面の儀式が行われる表御
殿や、家老らが協議しながら藩政を執
り行う部屋、家臣が役職や身分ごとに
待機する部屋や執務室、台所、井戸３
基、北東側と曲水の間の前面にはそれ
ぞれ庭などがありました。各部屋には、
それぞれの名にちなんだ 障

しょう
壁
へき

画
が

が描
かれていました。
　９代頼

より
徳
のり

の時には、曲水の庭の南東
側に能舞台が建設されています。能は
藩士のほか城下の町別当や大庄屋など
も招待されることもあり、皆で大いに
楽しんだ記録が残ります。
　一方、現在ブリヂストン㈱の工場が
ある二ノ丸跡にも御殿がありました。
享保 6 年（1721）、６代則

のり
維
ふさ

によって
それまでの本丸御殿に加え、新たに別
館を建築、二ノ丸御殿と称しました。
当初は藩主がくつろぐ場として利用さ
れていましたが、７代頼

より
徸
ゆき

は花畑御殿
と称して居住、10 代頼

より
永
とお

は再び本丸
御殿に居を移しています。

謎⑦本丸御殿はどんなところだった？

多
門
櫓

多
門
櫓

巽櫓

内玄関

家
老
部
屋

御
用
人
竹
の
間

御
城
番

若
松

御
廊
下

御
医
師

用席

千
鶴
間

柳の間    菊の間

耕
作
間

添役

井戸

石坂

御式台 落縁

曲水御庭
落縁

御　庭
御門

石
切

御広間御玄関

黄帝間
芭蕉間

　

井戸

曲水の間

多
門
櫓

多
門
櫓

巽櫓

内玄関

家
老
部
屋

御
用
人
竹
の
間

御
城
番

若
松

御
廊
下

御
医
師

用席

千
鶴
間

柳の間    菊の間

耕
作
間

添役

井戸

石坂

御式台 落縁

曲水御庭
落縁

御　庭
御門

石
切

御広間御玄関

黄帝間
芭蕉間

　

井戸

曲水の間

明治４年（1871）の本丸御殿。『富原文庫蔵
陸軍省城絵図』掲載図をトレースし加筆。
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２．久留米城、７つの謎を探る

城主 元号 年 西暦 事柄 文献
不明 永正 1504 ～ 20 小竹原に城が築かれ篠原城と名付けられる。 「久留米城之記」
不明 天文 1532 ～ 54 御井郡の土豪が城を再構築。 「久留米城之記」

丹波麟圭 天正 1573 ～ 87 高良山座主良寛の弟麟圭城主となる。 「久留米城之記」

毛利秀包 天正 15 1587 ７月、毛利秀包入城。久留米城改修、大手門は東面。
本丸が狭く、有馬代の二ノ丸東側新たに拡張。 「久留米城之記」

田中吉政 慶長

6 1601 ３月、田中吉政入国。久留米城主は次男則政。 「田中興廃記」

7 1602 石垣の穴太には、そかの理右衛門・橋本源兵衛を
任命。 「慶長七年台所入之掟」

本丸に堀、矢倉、門、二ノ丸三ノ丸の堀を深くし
て土居を高める。

「家勤記得集」
「田中興廃記」

初代
有馬
豊氏

元和

7 1621 ３月、有馬豊氏入城。城郭を修築、門を構え、御
殿造営。 「家勤記得集」

榎津・城島・福島・黒木・赤司５城を破却し、そ
の材を使用。 「米府年表」

8 1622 堀を拡張。普請進む。 「米府年表」「石原日記」

9 1623 大手門を東から南に改める。城・堀・士屋敷建築
進む。 「米府年表」

寛永

8 1631 堀完成。柳原堀は肥後加藤家支援。城造り全般に
ついて、筑前の黒田長政から支援協力。 「米府年表」

18 1641 本丸南面石垣が破損（同 21 年に修復願）。 「筑後久留米城本丸絵
図」（写）

２代
忠郷

↓
忠頼

21 1644
本丸南辺石垣が広く崩壊もしくは歪み、また多門
櫓の一部もくずれかかっているため、幕府へ修復
願い。

「筑後久留米城本丸絵
図」（写）

慶安
2 1649 １月、柳原東北外郭の堀を南隅まで浚渫、土居を

高める。
「家勤記得集」
「米府年表」

4 1651 11 月、外郭東部の堀を浚渫、土居を高める。 「家勤記得集」
「米府年表」

承応 2 1653 １月、堀を浚渫、土居を高める。 「家勤記得集」
「米府年表」

明暦 1 1655 １月、二ノ丸三ノ丸南辺の堀を浚渫、土居を高める。「家勤記得集」

４代
頼元

延宝 4 1676 城内柳原の西側士屋敷を京隈小松原へ移転する。 「石原日記」

天和
1 1681 ７月、幕府が御城普請を許可する。 「米府年表」
2 1682 ２月、二ノ丸東から柳原門東脇にかけて、堀を新造。「米府年表」

貞享 2 1685 １月、堀を浚え土居を築く。 「家勤記得集」

元禄
4 1691 １月、柳原外堀の堀を浚渫、土居を高める。 「米府年表」

8 1695 ７月、本丸東石垣が先年以来膨らんだため、印を
つけ経過を見る。 「（続）古代日記書抜」

６代
則維

正徳 4 1714 城の普請完成は翌来年か。 「米府年表」

享保 12 1727 城内柳原の東側士屋敷を十間屋敷（旧麹町）へ移
転する。 「石原日記」

７代
頼徸 寛延

2 1749 ８月二ノ丸花畑御殿御居間完成。 「米府年表」
3 1750 ２月、蜜柑丸の御宝蔵完成。 「米府年表」

８代頼貴 天明 5 1785 ５月、外郭追手門完成。 「米府年表」
９代頼徳 天保 9 1838 ７月、外郭狩塚門完成。 「米府年表」

明治

5 1872 10 月、大手門など各門、二ノ丸御殿、城内家老屋
敷の解体が済む。 「諸国見聞」

8 1875
３月、櫓・大手門はじめ、各門・本丸台所、建物
の解体が済み、部材は日田の商人などに売却され
る。土居を崩し、堀を埋める。

「諸国見聞」

12 1879 本丸跡地に神社が竣工。篠山神社と称する。 「諸国見聞」
「篠山神社創建書類」

年表　久留米城の築城修復から解体まで
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３．久留米城本丸の発掘調査

　久留米城下における発掘調査は、平
成元年、城下町（現在の三本松公園）
において始まり、令和７年 10 月現在、
137 地点で実施されています。しかし、
調査した地点のほとんどは、城下町の
町屋や侍屋敷であり、城の中心である
本丸での発掘調査は、令和２年度まで
実施されていませんでした。
　久留米城本丸跡の調査は令和３年度
から令和７年度まで４回の調査が実施
されています。
　第１・３・４次調査は本丸御殿周辺
で実施しました。第１次調査は本丸南
西部、第３・４次調査は本丸北東部、
第２次調査は本丸南東部の石垣の調査
を実施しています。

　第１次調査では整地跡を確認するこ
とができました。この土木技術は、粘
土の中に細かな青や緑の石（ 緑

りょく
泥
でい

片
へん

岩
がん

）の破片を混ぜ、地盤を強固なもの
とするもので、大規模な工事が行われ
たと考えられます。このような整地法
は他の城では見られない土木技術です。
　第３次調査は、現在の神社本殿、拝殿
の東側で調査を実施しました。本丸御殿
は柱の下部に礎石という平坦な石を据え
ていたと考えられますが、その礎石の下
を固めていたと考えられる玉石が見つか
りました。この柱列の向きは現在ある篠
山神社の拝殿・本殿などと異なり、絵図
にみられる本丸御殿の向きと近似してい
るため、本丸御殿の柱の痕跡である可能

第１次調査　調査区の全景

調査区の位置 緑泥片岩を混ぜ固くした整地面

拝殿拝殿

第４次調査
予定地

第４次調査
予定地

有馬記念館有馬記念館

筑後川筑後川

第１次調査地第１次調査地
第２次調査地第２次調査地
第３次調査地第３次調査地

篠山神社篠山神社

本殿本殿

３．久留米城本丸の発掘調査
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３．久留米城本丸の発掘調査

性があります。
　第４次調査では第３次調査で確認さ
れた建物の範囲等を確認し、絵図との相
違を確認することを目的としています。
　第２次調査では、 巽

たつみ
櫓

やぐら
南東部下の

石垣基礎部を調査しました。絵図上では
堀と蜜

み
柑
かん

丸
まる

の境付近にあたります。石垣
の基礎は、蜜柑丸側の北から堀のある南
へ向かって階段上に段々と低くなって
いました。石垣と堀を同時に築造してい

ることがわかります。蜜柑丸側の石垣下
位は、均一な砂や粘土を交互に重ね、固
く締められた地盤を形成していました。
　石垣下部には胴木という木材を敷く
こともありますが、蜜柑丸側の石垣最
下部は小型の角礫を数個敷いてあるの
みでした。堀部分の石垣最下部までは
掘削できていませんが、石垣が傾いた
り、崩れたりしないように胴木が敷か
れている可能性もあります。
　現在、本丸東面の堀は埋め戻されて
いますが、土層から、昭和の初めまで
はそのの一部は残っていたようです。
　これまで謎に包まれていた久留米城
本丸ですが、発掘調査によって徐々に
その構造が明らかになってきています。

トレンチ①

トレンチ②

第３次調査で確認された柱の位置等

粘土粘土 砂砂
粘土粘土

砂砂
粘土粘土 砂砂

粘土と砂を交互に積み重ねた地盤

石垣最下部
石垣最下部（推定）石垣最下部未確認

▲現在の地表面

第２次調査で確認した石垣



2025.10.15（水）
‐2025.11.21（金）

久留米市役所
２階ホワイエ

久留米城の月見櫓に住んでいるしゃちほこ形の
妖精。月見櫓から蜜柑丸を毎日眺めていたら、
いつの間にか蜜柑を持つように。久留米城のこ
とをもっと知ってほしい気持ちでいっぱい。

久留米城の巽櫓に住んでいるしゃちほこ形の妖
精。しゃっちーより身体が大きく、うろこの数
が多いのが自慢。久留米城の魅力広報大使だと

（勝手に）思っている。いたずら好き。

しゃっちーしゃっちー

ほっこーほっこー

あなたの知らない久留米城

令和７年 （2025） 10 月 15 日
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　　　　TEL ： 0942-30-9225 FAX ： 0942-30-9714

　　　　E-mail ： bunkazai@city.kurume.lg.jp

本冊子は、文化庁の「地域の特色ある埋蔵文化財活用事業」の補助を
受け、県指定史跡久留米城跡の周知・活用を目的として刊行するも
のです。
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展示公式キャラクターの紹介


